
愛　　　　　　板（１）令和元年７月15日 愛板５６０号

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓

練
協
会
（
井
藤
和
美
会
長
）

の
第
41
回
通
常
総
会
が
令
和

元
年
5
月
26
日
㈰
「
東
京
第

一
ホ
テ
ル
錦
」
で
開
催
さ
れ

た
。会

員
27
名
の
他
、
来
賓
と

し
て
愛
知
県
職
業
能
力
開
発

協
会
専
務
理
事
・
久
保
田
勇

男
氏
、
愛
知
県
板
金
工
業
組

合
理
事
長
・
小
野
寺
俊
一
氏
、

中
部
ダ
ク
ト
工
業
協
同
組
合

理
事
長
・
村
上
友
章
氏
、
他

6
名
の
ご
臨
席
を
賜
わ
っ
た
。

津
坂
和
豊
氏
（
南
支
部
）

の
司
会
で
定
刻
午
後
3
時
に

開
始
、
名
古
屋
板
金
連
合
会

長
・
本
田
幹
雄
氏
が
開
会
の

辞
を
述
べ
た
後
、
物
故
者
に

黙
祷
を
捧
げ
た
。
井
藤
会
長

6
月
11
日
㈫
知
多
支
部
は

恒
例
行
事
の
『
愛
の
献
血
運

動
』
を
開
催
し
た
。

前
日
の
雨
天
と
打
っ
て
変

わ
り
梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
り
、

役
員
一
同
、
気
が
揉
め
る
当

日
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
去

年
も
晴
天
で
あ
り
参
加
者
の

出
足
は
低
調
な
も
の
で
あ
っ

た
。若

手
組
合
員
の
顔
が
な
か

な
か
見
え
な
い
中
、
常
連
の

は
挨
拶
で
ご
多
忙
の
中
、
出

席
さ
れ
た
皆
様
に
日
頃
の
訓

練
校
事
業
協
力
へ
の
お
礼
と

来
年
度
の
板
金
セ
ミ
ナ
ー
会

場
変
更
と
日
程
、
講
演
予
定

を
報
告
し
た
。松
野
茂
氏（
南

支
部
）
を
議
長
に
選
出
、
議

案
審
議
に
入
り
1
、
2
号
議

案
の
平
成
30
年
度
事
業
・
決

算
報
告
、
令
和
元
年
度
事
業

古
参
組
合
員
や
ご
家
族
、
取

引
先
関
係
者
の
ご
参
加
を
多

数
頂
い
た
。

今
回
参
加
者
の
中
で
献
血

回
数
が
何
と
50
回
！
の
組
合

員
の
Ｔ
Ｋ
氏
が
居
た
。
後
に

日
本
赤
十
字
社
よ
り
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
っ
た
。

50
回
と
言
え
ば
年
間
4
回

を
毎
回
献
血
出
来
る
計
算
で

12
年
半
か
か
る
計
算
で
あ
る
。

長
き
に
わ
た
り
健
康
を
維

持
、
管
理
す
る
姿

勢
に
は
敬
服
い
た

し
ま
す
。

Ｔ
Ｋ
氏
い
わ
く
、

献
血
は
半
ば
趣

味
！
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
の
一
つ
で
、
都

市
部
へ
出
か
け
れ

ば
必
ず
献
血
ル
ー
ム
へ
出
向

き
献
血
す
る
徹
底
ぶ
り
。

Ｔ
Ｋ
氏
に
は
、
是
非
と
も

100
回
の
日
本
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
表
彰
式

を
目
指
し
て
、
健
康
維
持
を

願
う
限
り
で
あ
る
。

今
回
の
移
動
献
血
会
場
は

板
金
組
合
と
武
豊
町
商
工
会

青
年
部
、
武
豊
建
設
業
組
合

の
3
団
体
で
合
同
開
催
し
全

体
で
50
名
余
り
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
板
金
組
合
か
ら
は

24
名
参
加
し
て
頂
き
17
名
の

採
血
を
頂
い
た
成
果
は
胸
を

張
れ
る
行
事
と
な
っ
た
。

ご
参
加
頂
い
た
全
て
の

方
々
の
善
意
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。片

山
（
知
多
支
部
）

計
画
・
収
支
予
算
案
が
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。
3
号
議

案
で
は
2
月
の
選
考
委
員
会

で
井
藤
会
長
の
再
任
を
報
告
。

議
長
降
壇
後
、
本
年
度
入
会

者
1
名
の
氏
名
を
発
表
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
久
保
田
氏

か
ら
技
能
検
定
、
若
年
技
能

者
育
成
へ
の
お
礼
と
技
能
五

輪
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
案
内
を
賜
っ
た
。
ま
た
小

野
寺
氏
か
ら
は
県
板
事
業
協

力
へ
の
お
礼
と
全
板
大
会
の

報
告
が
あ
っ
た
。
最
後
に
浅

井
校
長
が
閉
会
の
辞
と
専
門

校
の
近
況
を
述
べ
総
会
を
終

了
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
日
鉄
住
金

鋼
板
㈱
様
の
ご
協
力
で
勉
強

会
を
開
催
し
、
新
商
品
「
ニ

ス
ク
カ
ラ
ー
Pro
」
の
説
明
を

聞
い
た
。

会
場
を
移
動
し
て
出
席
者

全
員
で
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

浅
井
（
中
支
部
）

第
41
回 
通 
常 

総 

会

第
41
回 
通 
常 

総 

会

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

知
多
支
部

知
多
支
部『

愛
の
献
血
運
動
』

『
愛
の
献
血
運
動
』

▲

献
血
風
景

▲

あ
い
さ
つ
す
る
井
藤
会
長

▲

献
血
50
回
記
念
品

▲ 総会風景



愛板５６０号 令和元年７月15日（２）愛　　　　　　板

6
月
度
の
動
き

【
県
　
板
】

2
日	

青
年
部
幹
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

4
日	

中
央
会
第
64
回
通
常
総
会

	

於　

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

5
日	

技
能
検
定
委
員
会
議

	

於　

県
職
業
訓
練
会
館

5
日	

技
能
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

11
日	

愛
知
県
職
業
能
力
開
発
協
会
総
会

	

於　

県
職
業
訓
練
会
館

	

出
席
者　

理
事
長

11
日	

知
多
支
部「
愛
の
献
血
運
動
」

	

於　
武
豊
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

14
日	

全
板
国
保
支
部
事
務

担
当
者
会
議

	

於　

大
阪
第
一
ホ
テ
ル

	

出
席
者　

粕
谷
職
員

20
日	

三
役
会

	

於　

組
合
会
議
室

20
日	

総
務
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

23
日	

中
板
協
青
年
部
6
月
役
員
会

	

於　

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

	

出
席
者　

理
事
長

27
日	

広
報
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

【
各
支
部
】

名
古
屋
板
金
連
合
会

13
日　

支
部
長
会	

11
名

瑞
穂
支
部

1
日　

支
部
会	

14
名

・
7
月
8
月
の
予
定
報
告

中
川
港
支
部

28
日　

定
例
会

尾
張
板
金
連
合
会

25
日　

勉
強
会	

31
名

・
板
金
バ
サ
ミ
メ
ー
カ
ー
直
徳
に

よ
る
、
ハ
サ
ミ
の
簡
易
調
整
刃

研
ぎ
実
演
等
の
勉
強
会

犬
山
支
部

16
日　

定
例
会

豊
田
支
部

13
日　

定
例
会	

13
名

・
県
板
等
各
種
報
告

西
尾
支
部

24
～
28
日　

健
康
診
断	

各
日
2
名

知
多
支
部

11
日　

献
血	

24
名

・
献
血
・
勉
強
会

今
年
も
恒
例
の
梅
雨
の
時

期
に
入
り
ま
し
た
。

最
近
ま
で
は
、
い
い
天
気

続
き
で
仕
事
の
方
も
順
調
で

し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
よ
う

や
く
梅
雨
ら
し
い
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。

当
然
こ
の
先
に
は
、
苦
手

な
暑
い
季
節
が
来
る
ん
だ
ろ

う
な
・
・
・

我
が
家
の
隣
の
家
に
び
わ

の
木
が
二
本
植
え
て
あ
り
、

毎
年
、
自
分
の
家
で
作
っ
て

る
か
の
如
く
収
穫
さ
せ
て

貰
っ
て
い
ま
す
。（
勿
論
許

可
貰
っ
て
ま
す
）

今
年
は
、
去
年
よ
り
も
豊

作
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
結

構
な
量
を
、
と
っ
た
気
が
し

ま
す
が
、
意
外
と
木
に
は
、

ま
だ
大
量
の
「
び
わ
」
が
鈴

な
り
に
。

皆
さ
ん
も
、
体
調
に
は
気

を
つ
け
て
お
仕
事
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。	

六
月
二
十
七
日
㈭　

五
六
〇
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

六
名

松
浦
副
理
事
長　

出
席

午
後
二
時
半
開
会五

時
閉
会

4
月
26
日
㈮
午
後
７
時
、

参
加
者
17
名
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
中
川
港
支
部
通
常
総

会
が
富
田
北
地
域
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
た
。

西
川
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
慣
例
に
基
づ
き
西
川

支
部
長
が
議
事
進
行
を
務
め
、

議
事
に
入
っ
た
。

1
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・

会
計
報
告
・
監
査
報
告
、

2
号
議
案

平
成
31
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案

3
号
議
案
　
役
員
改
選

4
号
議
案
　
そ
の
他

慎
重
審
議
の
結
果
全
て
承

認
さ
れ
た
。
役
員
改
選
で
は

西
川
支
部
長
は
じ
め
役
員
全

員
留
任
し
た
。

議
事
終
了
後
、
西
川
支
部

長
か
ら
県
板
事
業
・
名
古
屋

連
合
会
事
業
へ
の
積
極
的
な

参
加
と
共
同
購
入
商
品
の
説

明
と
利
用
を
呼
び
掛
け
終
了

し
た
。本

田
（
中
川
港
支
部
）

役 職 名 総 務 委 員 会 広 報 委 員 会 技術研究委員会 技 能 委 員 会 経営研究委員会
担当役員 谷倉　好光（瑞　穂） 松浦　正行（東　三） 松浦　正行（東　三） 後藤　　実（千　種） 後藤　　実（千　種）
委 員 長 清水　三男（岡　崎） 杉本　　忍（豊　田） 神谷　　聡（知　多） 湯浅　伸明（一　宮） 神谷　定幸（碧　南）
副委員長 西川貴久男（中川港） 安形　昌久（岡　崎） 澤田　栄一（中　村） 宇野　勝義（岡　崎） 杉本　　忍（豊　田）
委 員 二村　芳裕（瑞　穂） 赤池　義徳（豊　田） 石原　晴久（岡　崎） 松野　　茂（熱田南） 磯村　信夫（瀬　戸）
〃 樋口　弘司（春日井） 檜谷　慎吾（知　多） 伊藤　照浩（一　宮） 杉浦　正悦（中　村） 長山　　孝（昭　和）
〃 橋本　　強（西　春） 本田　幹雄（中川港） 小川　國雄（犬　山） 片山　良治（碧　南） 大参　久男（安　城）
〃 伊藤　　武（豊　田） 鵜飼　良成（一　宮） 平林　保幸（知　多） 田中　　稔（豊　田） 西俣　友雄（豊　田）
〃 浅井　孝好（幡　豆） 兼　真次郎（津　島） 船井　俊宏（東　三） 坂本　　亮（東　三） 蟹江　　康（知　多）
〃 山下　政樹（知　多） 浅井　裕一（　中　） 田中隆一朗（一　宮）
〃 河田　雅彦（東　三） 小島　秀彦（犬　山） 松本　富夫（知　多）

役 職 名 保 証 委 員 会 厨房空調委員会 技 能 士 会 Ｉ Ｔ 部 会 青 年 部 担 当
担当役員 谷倉　好光（瑞　穂） 小野寺俊一（熱田南） 小野寺俊一（熱田南） 小野寺俊一（熱田南） 小野寺俊一（熱田南）
委 員 長 山内　政明（知　多） 大山　耕平（瀬　戸） 石原　晴久（岡　崎） 〔担当常務理事〕
副委員長 河田　雅彦（東　三） 三井　直広（碧　南） 山内　政明（知　多）
委 員 沼澤恒一郎（知　多） 森田　雄次（東　三） 畑中　好信（熱田南） 杉本　　忍（豊　田） 〔青年部長〕
〃 鈴木　修治（中　村） 松隈　信男（東　三） 江口　龍雄（犬　山） 松井　浩司（昭　和） 堀井　貴義（知　多）
〃 馬場　良一（一　宮） 榊原　敬二（知　多） 石川　鐘吾（江　南） 伊藤　哲章（中川港）
〃 村松　利孝（西　尾） 伊藤　英之（豊　田）
〃 阿知和　司（岡　崎） 平松　賢治（東　三）

技　　　　能　　　　検　　　　定　　　　員 登録基幹技能者特例講習
〔検定委員〕 〔検定補佐員〕 〔検定事務員〕 小野寺俊一（熱田南）

宇野　勝義（岡　崎） 杉浦　正悦（中　村） 佐々木利浩（中川港） 竹内　一隆（知　多） 田中　　稔（豊　田） 蟹江　　康（知　多）
松野　　茂（熱田南） 坂本　　亮（東　三） 松本　富夫（知　多） 神谷　佳伸（東　三）
片山　良治（碧　南） 田中隆一朗（一　宮）

編
集
後
記

第 24 期　 委  員  会  名  簿

中
川
港
支
部

　総

　会

中
川
港
支
部

　総

　会


